
はたちの記念写真を残したいお客様

駐車場15台完備

まずはお電話でご予約下さい。お問合せはこちらまで

054-627-7786

焼津市栄町5-10-21

貴装の店 わたなべ
住所

054-627-7786TEL
AM10:00～PM7:00営業時間
火、第1・第3水曜日定休日

詳しくはWEBへ

10：00～17：00より、ご希望の時間を下記①お電話か
②HPよりご予約の上、ご来店下さい。

2024年にはたちのつどいを迎えるお嬢様・ご家族様

振袖のお下見については
完全予約制です｡

○セブン
イレブン

■

▲
静
岡

焼津港▶

焼津港▶

アンビア
タクシー

ホテル
シーラック
パル焼津○

市営
駐車場

静
岡
中
央
銀
行

○アンビア○アンビア

○
タイムズ
駐車場

○
タイムズ
駐車場

焼津高校

マンションエキチカ○
温 泉
くろしお

○

○○

○
○

○

○

○

○
おいべっさん

(駅より300ｍ）

当店駐車場
公園

東小学校

郵便局

駅前通り商店会

焼津駅前
整形外科

薮
崎
新
聞
店

肉
の
石
割
さ
ん

東海
道本
線

静岡
▶

焼
津
駅

P

▲焼津インター

い
ち
ょ
う
通
り

小石川

県
道
4
1
6
号
（
旧
国
道
1
5
0
号
線
）

貴装の店わたなべ
焼津店

Photo Studio
わたなべ

全てのプラン10/27金まで

15.4万円～
8.8万円～

③ママ振・姉振プラン③ママ振・姉振プラン

②振袖レンタルプラン②振袖レンタルプラン

①振袖ご購入プラン①振袖ご購入プラン

丸洗い丸洗い

小物ご購入、お手入れ、寸法直し小物ご購入、お手入れ、寸法直し

３０点フルセット、
前撮り時、ヘアメイク・着付け無料
３０点フルセット、
前撮り時、ヘアメイク・着付け無料

１０点セット、前撮り時、ヘアメイク・着付け無料１０点セット、前撮り時、ヘアメイク・着付け無料

（税込）

3.3万円～
④スタジオパックプラン④スタジオパックプラン
振袖一式、ヘアセット、メイク、着付け、
撮影料、お写真1ポーズ付
振袖一式、ヘアセット、メイク、着付け、
撮影料、お写真1ポーズ付

（税込）

（税込）

4,400円～（税込）

期間中に   　　　　　　　　　　　　　のお客様に、
特別プレゼントをご用意しております！

期間中に   　　　　　　　　　　　　　のお客様に、
特別プレゼントをご用意しております！

親娘でご来場・お衣装お見積り親娘でご来場・お衣装お見積り

お衣装は店頭に多数ございます。お下見・ご試着も
もちろんOKです！お気軽にご来店下さい！

2024年はたちのつどい当日の着付け予約承ります2024年はたちのつどい当日の着付け予約承ります

振
袖
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

無
料
ご
試
着

体
験
会
開
催
中
！！

「わたなべ」なら
安心・満足の
充実サービス！

「わたなべ」なら
安心・満足の
充実サービス！

ご購入も
レンタルも

豊富な色・柄から
自由にお選び
いただけます！

ご購入も
レンタルも

豊富な色・柄から
自由にお選び
いただけます！

ヘア・メイク・
着付けまで揃った
「前撮り撮影会」が

大好評！

ヘア・メイク・
着付けまで揃った
「前撮り撮影会」が

大好評！

「わたなべ」が
選ばれるポイント

お
急
ぎ
下
さ
い
！

2
0
2
４
年
は
た
ち
の
つ
ど
い
の
着
付
予
約

ま
だ
間
に
合
い
ま
す
。
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一
年
延
期
と
な
っ
た
大
祭
り

　

昨
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
状
況
を
踏
ま
え

て
、
お
祭
り
の
準
備
が
始
ま
る

前
に
決
行
か
延
期
か
を
決
め
る

こ
と
を
迫
ら
れ
、
延
期
を
決
定

し
、
開
催
日
を
今
年
十
月
の

六
、七
、八
日
に
す
る
と
発
表
し

ま
し
た
。
実
際
に
は
昨
年
の
夏

か
ら
秋
口
に
感
染
者
が
増
え
て

い
っ
た
の
で
、
祭
り
の
準
備
で

感
染
者
が
広
が
ら
な
く
て
幸
い

で
し
た
。
一
年
の
猶
予
が
あ
り
、

様
々
な
新
し
い
試
み
も
企
画
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

長
唄
に
よ
る
地
踊
り
は
日
本
一

　
三
年
に
一
度
、
寅と

ら

・
巳み

・

申さ
る

・ 

亥い

の
年
に
行
わ
れ
る
藤
枝

大
祭
り
は
、
昨
年
一
年
の
延
期

と
な
り
、
十
月
の
六
、七
、八
日

に
開
催
さ
れ
ま
す
。
起
源
は
江

戸
時
代
に
田
中
城
の
鬼き

も
ん門
を
守

る
青
山
八
幡
宮
の
大
祭
に
藤
枝

宿
の
屋
台
が
神み

こ
し
と
ぎ
ょ

輿
渡
御
の
行
列

に
従
っ
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
江

そ
こ
知
り

志
太物

語
戸
時
代
は
、
大
祭
の
最
終
日
に

田
中
城
内
に
屋
台
が
入
り
、
藩

主
や
藩
士
に
披
露
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
明
治
に
は
飽あ

く
な
み波
神
社
大
祭

に
移
行
し
、
平
成
四
年
か
ら
は

現
在
の
名
称
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
十
六
年
の
全
国
調
査
で
、

江
戸
で
発
展
し
た
長
唄
に
よ
る

地
踊
り
披
露
の
祭
礼
は
、
明
治

に
な
り
神
輿
担
ぎ
の
形
に
変
わ
り
、

現
在
、
東
海
道
筋
の
藤
枝
・
島

田
・
掛
川
に
残
る
だ
け
で
、
藤

枝
大
祭
り
の
よ
う
に
、 

屋
台
に

長
唄
、
三し

ゃ
み
せ
ん

味
線
、
囃は

や
し子

方(

太

起
源
は
八や

は

た幡
青
山
八
幡
宮
の
大
祭

日
本
一
の
長
唄
・
地じ

お

ど踊
り
の
祭
礼

は
長
唄
の
町
と
い
っ
て
も
よ
い
ほ

ど
に
な
り
ま
し
た
。 

明
治
ま
で

は
、「
三さ

ん
そ
う
こ
う
ら
ん
が
た
だ
し

層
高
欄
型
山
車
」
と
い

う
唐か

ら
は
ふ

破
風
屋
根
に
踊
り
屋
台
を

結
合
し
た
も
の
で
し
た
が
、
左さ

ぐ
る
ま車

出
身
の
伊
十
郎
を
明
治
三
十
九

年
（
大
正
四
年
説
も
）、 

日
露
戦

争
戦
勝
記
念
大
祭
に
左
車
区
が

唐
破
風
付
源げ

ん
じ
ぐ
る
ま

氏
車
に
し
て
長
唄

に
よ
る
地
踊
り
が
始
ま
っ
た
と
い

わ
れ
、
現
在
の
形
に
な
り
ま
し
た
。

十
四
町
内
に
よ
る
地
踊
り 

　
十
四
の
町
内
で
は
、
七
月
頃

か
ら
地
元
の
踊
り
の
師
匠
に
よ
る

稽
古
が
始
ま
り
ま
す
。
昔
、
新し

ん

地ち

と
呼
ば
れ
る
芸
者
街
が
あ
っ
た

頃
は
、
芸
者
衆
が
屋
台
に
乗
っ
て

唄
と
囃
子
を
務
め
ま
し
た
。
地

踊
り
に
は
各
町
内
の
十お

は

こ
八
番
が

あ
っ
て
、
白し

ろ
こ子
区
は
「
越え

ち
ご
じ

後
獅

子し

」、
上か

み
で
ん
ま

伝
馬
区
は
「
供と

も
や
っ
こ奴

」
と

い
っ
た
具
合
で
す
。
ま
た
、
地
踊

り
だ
け
で
は
な
く
、
左
車
区
と

下し
も
で
ん
ま

伝
馬
区
に
は
屋
台
の
上
で
踊
る

「
上う

わ
お
ど踊

り
」
も
あ
り
ま
す
。
そ

の
他
、
各
町
内
の
飽
波
神
社
で

の
奉
納
踊
り
、
本
部
前
で
の
屋

台
回
し
な
ど
見
所
満
載
で
す
。

（
小
嶋
良
之
）

位
置
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
導
入

　

配
布
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な

ど
で
も
時
間
ご
と
の
屋
台
の
大

ま
か
な
位
置
情
報
を
一
覧
に

し
て
い
ま
す
が
、
実
際
に
は
、

十
四
町
内
の
屋
台
は
常
に
移
動

し
て
い
る
の
で
、
分
か
り
に
く

い
と
い
う
問
合
わ
せ
が
多
く
あ

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
ス
マ
ホ

で
検
索
出
来
る
位
置
情
報
サ
ー

ビ
ス
を
導
入
し
て
、
リ
ア
ル
タ

イ
ム
に
屋
台
の
位
置
が
分
か
る

よ
う
に
し
ま
し
た
。
そ
の
他
に

も
ト
イ
レ
の
位
置
や
交
通
規
制

の
情
報
な
ど
も
併
せ
て
表
示
し
、

利
便
性
を
高
め
た
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。
県
内
で
は
、
初
の

試
み
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
の
文
化
体
験
会
を
開
催

　

十
月
一
日
に
は
、
藤
枝
市
市

民
会
館
で
「
藤
枝
大
祭
り
地
域

の
文
化
体
験
会
」
を
開
催
し
ま

す
。
体
験
エ
リ
ア
で
は
、
雅が

が
く楽

楽
器
や
三し

ゃ
み
せ
ん

味
線
・
お
囃は

や
し子

、
茶

文
化
体
験
を
園
児
か
ら
中
学
生

ま
で
を
対
象
に
開
き
ま
す
。

　

ま
た
、
ホ
ー
ル
鑑
賞
エ
リ

ア
で
は
、
雅
楽
や
長
唄
の
鑑

賞
、
長
唄
地
踊
り
の
披
露
が
あ

り
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
る

企
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ス
マ
ホ
、
新
聞
、
案
内
所
で
Ｐ
Ｒ

　

様
々
な
情
報
は
、
藤
枝
大
祭

り
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

　

九
月
三
十
日
に
は
新
聞
の
全

面
広
告
、
市
内
の
観
光
案
内
所

で
は
パ
ン
レ
ッ
ト
の
配
布
、
ま

た
、
藤
枝
駅
の
南
北
通
路
に
は

大
祭
り
提
灯
飾
り
を
設
置
し
て

い
ま
す
。
多
く
の
皆
様
の
お
越

し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

鼓
・
鼓つ

づ
み・

笛)

を
乗
せ
て
、
大

人
数
で
地
踊
り
を
披
露
す
る
祭

り
は
、
日
本
一
の
規
模
と
分
か
っ

た
の
で
す
。

六
世
芳よ

し
む
ら
い
じ
ゅ
う
ろ
う

村
伊
十
郎
の
存
在

　
長
唄
に
地
踊
り
と
言
う
祭
礼

の
形
が
生
ま
れ
た
の
は
、
藤
枝

か
ら
長
唄
の
六
世
芳
村
伊
十

郎
が
誕
生
し
た
事
に
由
来
し
ま

す
。
こ
の
伊
十
郎
の
影
響
で
藤
枝

人
を
繋
ぐ バ
ト
ン

志
太

リ
レ
ー

屋
台
の
位
置
情
報
シ
ス
テ
ム
導
入

昨
年
一
年
延
期
と
な
っ
た
藤
枝
大
祭
り
を
開
催
し
ま
す

延
期
開
催
の
藤
枝
大
祭
り

川
雄
の
日
本
一
の「
特
上
伊
達
巻
」

か
わ

ゆ
う
志
太
新
名
物
探
訪

▲本部前での地踊り披露

▲本部前での屋台回し

藤枝大祭り
ホームページ

▲飽波神社神社での奉納踊り

▲明治35年の三層高蘭山車（佐藤康司氏所蔵）

▲飽波神社奉納の伊十郎の絵馬

▲六世芳村伊十郎

　

川
雄
の「
特
上
伊
達
巻
」

が
、
第
七
十
四
回
全
国
蒲

鉾
品
評
会
で
最
高
賞
の
農

林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞

し
日
本
一
と
な
り
ま
し
た
。

川
雄
の
伊
達
巻
は
、
昔
な

が
ら
の
伝
統
製
法
を
用
い

た
職
人
の
手
づ
く
り
で
す
。

　

ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
と
イ
ト
ヨ

リ
ダ
イ
の
す
り
身
を
石
臼
で
ほ

ぐ
し
、
練
り
上
げ
、
魚
臭
さ
の

な
い
旨
味
を
引
き
出
し
、
上
白

糖
、
鶏
卵
、
調
味
料
な
ど
を
加

え
気
泡
を
抱
か
せ
て
、
き
つ
ね

色
に
焼
き
、
す
だ
れ
で
巻
い
て

ふ
ん
わ
り
、
し
っ
と
り
と
し
た
伊

達
巻
に
な
り
ま
す
。

　

同
社
の
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ

プ
で
購
入
で
き
、
近
隣
で
は
Ｃ

Ｇ
Ｃ
グ
ル
ー
プ
店
舗
や
フ
ー
ド

マ
ー
ケ
ッ
ト
マ
ム
に
姉
妹
品
の
エ

コ
達
巻
が
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

秋
田
秋
田  

弘弘ひ

ろ

た

け

ひ

ろ

た

け武武

藤
枝
大
祭
連
合
会
長
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あ
な
た
の
む
る
ぶ
の
保
存
版
企
画
記
事
を
教
え
て
下
さ
い
。

あ
な
た
の
む
る
ぶ
の
保
存
版
企
画
記
事
を
教
え
て
下
さ
い
。

む
る
ぶ
１
８
０
号
15
周
年
企
画

む
る
ぶ
１
８
０
号
15
周
年
企
画

●
む
る
ぶ
の
保
存
版
企
画
記
事
を
自
宅
の

ス
ク
ラ
ッ
プ
を
め
く
っ
て
探
し
て
み
ま

し
た
。
令
和
五
年
三
月
号
の
「
こ
と
ば

の
サ
プ
リ
メ
ン
ト
４
」
で
す
。

●
令
和
五
年
三
月
号
の
「
こ
と
ば
の
サ
プ

リ
メ
ン
ト
４
」
は
、
と
て
も
参
考
に
な

り
ま
し
た
。
な
る
ほ
ど
と
、
思
い
な
が

ら
も
、
な
か
な
か
で
き
な
い
自
分
も
い

て
、
関
心
す
る
や
ら
反
省
す
る
や
ら
い

ろ
い
ろ
で
し
た
。
そ
の
前
の
バ
ッ
ク
ナ

ン
バ
ー
も
保
存
し
て
あ
り
ま
す
。

●
先
月
の
令
和
五
年
三
月
号
の
「
軽
便
特

集
」
は
と
て
も
良
く
、
す
み
か
ら
す
み

ま
で
読
み
ま
し
た
。
乗
っ
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
記
事
を
拝
見
し
て
と
て

も
親
し
み
を
感
じ
ま
し
た
。

●
む
る
ぶ
の
保
存
版
は
、
令
和
二
年
九
月

号
の
「
む
る
ぶ
流
焼
津
の
浜
言
葉
辞
典
」

で
す
。
時
々
、
と
り
出
し
て
、
笑
っ
て

い
ま
す
‼

●
保
存
版
は
、
本
の
特
集
号
で
す
。

●
む
る
ぶ
保
存
版
企
画
と
の
事
で
す
が
自

分
は
、
二
年
位
前
か
ら
、
ほ
ぼ
全
部
保

存
し
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
に
も
藤
枝
に

特
化
し
た
情
報
誌
は
、
な
い
か
ら
で
す
。

歴
史
的
な
特
集
も
「
い
つ
か
使
え
る
か

も
」
と
思
っ
て
取
っ
て
あ
り
ま
す
。
志

太
そ
こ
知
り
な
ど
、
他
で
は
絶
対
に
扱

わ
な
い
内
容
が
多
く
貴
重
な
資
料
だ
と

思
い
ま
す
。

●
令
和
五
年
四
月
号
の
「
終
活
の
ス
ス
メ
」

で
す
。
そ
ろ
そ
ろ
何
か
考
え
な
け
れ
ば

と
思
い
な
が
ら
、
な
か
な
か
本
気
で
取

り
組
め
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
い
ろ
い

ろ
な
手
続
き
や 

片
付
け
な
ど
、
や
る
こ

と
は
山
の
よ
う
に
あ
り
、
残
さ
れ
た
人

が
困
ら
な
い
よ
う
に
し
て
お
く
の
が
必

要
な
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。

●
令
和
五
年
四
月
号
の
「
終
活
の
ス
ス
メ
」

を
見
て
、
そ
ろ
そ
ろ
本
格
的
に
終
活
を

考
え
る
年
に
な
っ
た
か
も
？
で
も
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を
書
く
っ
て
ち
ょ
っ

と
勇
気
が
い
り
ま
す
。

●
令
和
五
年
九
月
号
の
「
藤
枝
・
焼
津
の

伝
説
と
昔
話
」
で
す
。
最
近
は
、
あ
ま

り
地
域
の
昔
話
な
ど
を
呼
ん
だ
り
、
聞

い
た
り
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
た
の

で
、
こ
ん
な
歴
史
が
近
く
に
あ
っ
た
ん

だ
と
と
て
も
感
心
し
ま
し
た
。
子
供
た

ち
に
も
読
ま
せ
た
い
と
過
去
の
バ
ッ
ク

ナ
ン
バ
ー
も
取
っ
て
あ
り
ま
す
。

●
令
和
五
年
七
月
号
の
「
む
る
ぶ
流
健
康

術
」
で
す
。
過
去
に
も
何
回
か
の
健
康

特
集
が
あ
り
、
そ
の
た
び
に
健
康
法
を

試
し
て
い
ま
し
た
。
今
で
も
時
々
出
し

て
は
、
試
し
て
い
ま
す
。

●
令
和
五
年
三
月
号
と
五
月
号
の
「
ど
う

し
た
家
康
焼
津
編
・
藤
枝
編
」
で
す
。

焼
津
が
家
康
と
関
り
が
あ
っ
た
と
聞
い

て
は
い
ま
し
た
が
、
こ
ん
な
に
も
関
り

が
あ
る
と
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
藤

枝
編
と
合
わ
せ
て
読
む
と
、
こ
ん
な
に

こ
の
地
域
が
関
り
が
あ
る
と
は
、
ま
っ

た
く
存
じ
上
げ
ま
せ
ん
で
し
た
。
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。

●
令
和
五
年
二
月
号
の
「
そ
こ
知
り
物
語
」

と
「
特
集
」
の
藤
枝
梅
安
で
す
。
藤
枝

と
い
う
地
名
か
ら
藤
枝
梅
安
が
生
ま
れ

た
と
い
う
こ
と
を
知
り
ま
せ
ん
で
し
た

し
、
神
明
神
社
に
梅
安
の
生
誕
地
の
碑

が
あ
る
こ
と
も
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
記
事
を
呼
ん
で
、映
画
「
藤
枝
梅
安
」

を
観
に
行
き
ま
し
た
。

●
令
和
五
年
六
月
号
の
「
藤
枝
の
巨
樹
・

古
木
」
で
す
。
こ
れ
ま
で
も
三
回
ほ
ど

特
集
が
組
ま
れ
て
い
て
、
そ
の
度
に
車

で
行
け
る
範
囲
の
巨
樹
・
古
木
に
会
い

に
行
き
ま
し
た
。

●
令
和
四
年
十
一
月
の
「
焼
津
水
産
高
校

百
周
年
」
で
す
。
母
校
な
の
で
、
と
て

も
懐
か
し
く
、
ま
た
、
改
め
て
母
校
の

歴
史
に
納
得
、
感
心
し
ま
し
た
。

日本遺産・藤枝市指定無形文化財日本遺産・藤枝市指定無形文化財

藤枝大祭りの藤枝大祭りの

１４１４町町
ま ちま ち

印印
じ る しじ る し

と由来と由来
１０月６．７．８日の３日間、藤枝大祭りが旧藤枝宿周辺で開催されます。１４町
内から山

だ し

車が繰り出し、それぞれの山車に長唄・三味線・囃
はやし

子方が演奏し、町ご
とに最低３曲の長唄による地踊りが披露されます。ここでは、１４町内の町印の
由来について紹介します。

原
は ら く

区〈花菱〉

花菱紋は昔より馴染みある紋であり、 
縁起の良い紋とされていました。店
の看板に絵文字などが使
われていた時代、原の「は」
にもじった花菱紋が提灯
等に原区の印として使わ
れたとされています。

栄
さかえく

区 〈結び柏〉

大正十年、河原町と辻町、それに字
上伝馬の一部※が合併して、栄区とな
りました。町印はその三
つの旧町の和合と繁栄を
願って〈結び柏〉を選ん
だといいます。

木
き ま ち

町区
く

〈キ印〉

金
かなふき

吹橋と勝
かちくさ

草橋の間に木材を引き上
げる場所があり、製材業者が集中し
たため「木町」の町名が
生まれました。〈キ印〉の
デザインには厳密な寸法
があり、建築材を組み合
わせた形になっています。

小
こ ざ か く

坂区〈ひしこ〉

小坂の〈小〉を基に、紺
こ う や

屋が、〈菱小〉
の町印を考案したのではと伝わりま
す。 町名の小坂は、蓮華
寺山と岡出山の間に「切
り通しの小さな坂」があっ
たところから名付けられ
たといわれます。

上
か み で ん ま く

伝馬区〈分銅紋〉

問
と い や ば

屋場と両替えを行う藤枝宿の中心
地で、両替には、幕府が定めた分

ふんどう

銅
を使用し、分銅を「法

ほ う ま

馬」
という文字にあてていま
した。上伝馬はこの「法
馬」と上伝馬を掛けて分
銅紋としたといいます。

岡
お か で や ま く

出山区〈お組〉

昭和５３年に岡出山区が初めて大祭
りに参加した時に区民からデザイン
を募集し、岡・出・山の
三文字をアレンジしたも
のを選びました。法

は っ ぴ

被は、
この町印を五つ合わせて
桜花に見立てています。

益
ま し づ く

津区〈三枡印〉

「益マス栄えマス」に益津の〈益〉を
掛け、入れ子になった三枡。正式には

「隅立て三つ入子枡」を町
印として、青年・中老・大
老の全ての世代が力を合
わせて祭りをする和合の
心を表しています。

千
ち と せ く

歳区〈千歳の松〉

鍛
か じ

冶町と吹
ふ き や

屋町が合併して誕生した
千歳区は、若

にゃくいちおうじ

一王子神社境内の八幡
太郎義家のお手植えの松
と伝えられる「千歳の松」
を基に付けた町名であり、
光
こうりんまつ

琳松を基に考案されて
います。

下
し も で ん ま く

伝馬区〈輪違い〉

下伝馬は、上伝馬の設置から６年後
の慶長１２年に設置されました。藩主
の酒井忠利は、自ら馬を
進めて大手口を設置した
ため、下伝馬の馬と忠利
の馬の轡

くつわ

を重ねて二重の
轡を基に町印となりました。

左
さ ぐ る ま く

車区〈源
げんじぐるま

氏車〉

宗
むねたかしんのう

尊親王が下向する途中輿
よ し ゃ

車の左の
輪が破損。その輪を埋納したところ
が左車神社となりました。
平安貴族が使用した御

ご し ょ

所
車
ぐるま

を源氏車ともいい、藤
原氏秀

ひでさとりゅう

郷流の佐藤氏の代
表的な家紋でもあります。

長
ち ょ う ら く じ く

楽寺区〈蝶〉

長楽寺の〈長〉を〈蝶〉に掛け、当初
は蝶が羽を広げた形を提灯屋の松浦
定次郎が現在形にしまし
た。 鎧

よろい

蝶紋とか備前蝶と
呼ばれる蝶紋を基に考案
され、蝶紋は赤く染め抜
かれることが多いようです。

白
し ろ こ く

子区〈菊一定紋〉

本能寺の変のとき伊勢で家康を助
けた小川孫三が移り住んだ当地を新
白子町と呼んだことが町
名となりました。町印は、
長老が伊勢参りの途中、
鈴鹿で目にしたことから
決めたといわれます。

市
い ち べ く

部区〈井
い げ た

桁〉

昭和２５年、横町・本市部・前原の三
地区が合併し、市部区が誕生、『い組』
と称しました。町印は市
部の〈い〉の字を〈井〉と
して強固に組み合った『井
桁』(正式には蔭

す み た て い づ つ

隅立井筒)
に意匠しました。

五
い か る み く

十海区〈ご組〉

五十海は、葉梨川とその※分流が合流
する地形で、怒る水という意味で、好
字をあてた奈良の斑

いかるが

鳩と
同じ地名です。五十海の
五の字と怒る水、海と波
をアレンジした町印です。

今年の藤枝大祭り

　１０月６日は屋台が
自区を廻り、７日と８
日は各地 区を巡りな
がら、千歳公園に設
けられた本部前での
地 踊り披 露、飽波 神
社での奉 納踊り披 露
が行われます。
　また、７日と８日に
は、藤枝商工会議所
で大祭りおもてなし広
場が、千歳の交差点東側の休憩所では藤枝市観光
協会による出店コーナーが設けられます。８日の夕
刻には、東高入口交差点付近で東部5区による長唄
と地踊りの競演がおこなわれます。

藤枝大祭り地域文化体験会

　今年は、「藤枝大祭り
地域の伝統文化体験会」
を１０月１日に市民会館で
開催します。
　ロビーなどの「体験エリ
ア」では①しのばず雅楽
会による雅楽器体験、②
長唄協会による三味線・
お囃子体験、③藤枝市と
岡部町の茶手揉保存会な
どによる茶文化体験が行われます。
　ホールの鑑賞エリアでは、①しのばず雅楽会によ
る雅楽鑑賞、②長唄協会による長唄鑑賞、③藤枝
大祭り参加１４区の子供連による長唄地踊り披露が
行われます。

藤枝大祭りの
情報ＱＲコードです。

屋台位置情報サービスの
ＱＲコードです。

※清水橋から正定寺入口近くまでは 
　上伝馬だったと聞いています。

※朝比奈川や瀬戸川は五十海に
　関係ない
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月刊むるぶ編集部
054-635-4651

共立アイコム	 054-635-4651
薮崎新聞店	 054-629-2002 
長倉新聞店	 054-629-1220
塩川新聞舗	 054-629-2055
土井新聞店	 054-622-0632
大井川新聞販売	 054-662-2211

江﨑新聞店	 054-641-0537 
薮崎新聞店・育伸社	 054-641-0053
いけたに新聞店	 054-643-1000
太田新聞店	 054-667-0117

１，クイズの答え
２，今月号で行ってみたいお店、食べてみたいもの
３，今月号で参考になった記事
４，テーマに取り上げてほしいもの
５，あなたの好きなお祭りは？
６，ご希望のプレゼント券（上記のどれか）
７，その他、ご意見ご感想など

◆ご応募について
１，ハガキ、ＦＡＸ、メールでお願いします。
２，あなたのお名前、郵便番号、ご住所、電話番号、
年代、職業を忘れずにご記入下さい。

３，当選者の発表は、プレゼントの発送をもって代
えさせて頂きますのでご了承下さい。

４，アンケートにもお答え下さい。
■先月の答えは平成十年でした。
◆応募先
426-0041  藤枝市高柳1丁目17-23 ㈱共立アイコム内
むるぶ編集部プレゼント係
ＦＡＸ ０５４－６３４－２４６８
メール murubu@kpnet.co.jp

◆締め切り　10月5日㊍
　　　　　   （当日消印有効）ＦＡＸ・メール必着

下伝馬区の町印は？

　〇〇〇（3文字）

◆今月の記事からクイズ

　官製はがき（FAX・メール可）に答えをお書き頂
き、アンケートにもお答え下さい。正解者の中から
抽選で、「藤枝シネ・プレーゴの映画招待券（3D不
可）10名」、「焼津笑福の湯ご招待券20名」「図書
カード（500円分）10名」をプレゼントします。

*プレゼントの応募を通じてお客様からご提供いただきました個人情
報は、本プレゼントの運営及びむるぶからのお知らせ等の目的以外
で使用することはありません。

映画・入浴券

図書カード

おハガキで応募の方、お名前などを忘れずに！

広告のご相談お申し込み
054-641-2140
藤枝オリコミピーアール

054-635-4651
共立アイコム 〒 426-0041　藤枝市高柳 1 丁目 17-23（共立アイコム内）

編 集長 後記

むるぶ公式 HP・むるぶ Face b o o k

　前号でお知らせしましたが、９月２３日は、リビング静
岡主催の『梅安の生誕地・藤枝』を味わいつくすツアー
（みちゆかし連携）が開催され、その９日後の１０月１日
には、藤枝市主催のみちゆかしで『藤枝宿の「徳川家康」
と「藤枝梅安」を歩く』を開催します。前者は、まち歩
き+ 梅安飯付、後者はまち歩きのみです。（小嶋良之）

icom-contact@kpnet.co.jp
 TEL:054-635-4652  FAX:054-635-4576

藤枝市「働きやすい職場環境認定事業所」第1号に認定!
　藤枝市が今年７月からスタートしたのが「働き
やすい職場環境認定事業所」制度です。８月２３
日に藤枝市役所で開催された認定式にて、４２社
に北村市長より認定証を交付され、当社は、第１
号の認定事業所となりました。
　この認定制度は①職場環境の向上、②働き方
改革の推進、③多様な人材の活躍、④健康経営
の推進の４つの分野の取組みの基準点を満たす
ことで認定されます。今後も、社会や社員に合っ
た働きやすい環境づくりに取り組んでいきます。
お問い合せ
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99月号月号 読者の声読者の声よりより
●
一
語
一
会
は
、
話
を
広
げ
る
質
問
の
コ
ツ
す
ご
く
理
解

し
や
す
く
納
得
す
る
事
柄
で
し
た
。
参
考
に
し
ま
す
。

●
な
か
な
か
当
た
ら
な
く
て
悲
し
い
で
す
。

●
い
つ
も
楽
し
く
拝
見
し
て
お
り
ま
す
。
最
近
イ
ン
ド
ア

に
な
り
、
人
と
の
会
話
も
減
っ
て
き
た
な
と
感
じ
て
い

ま
す
。「
一
語
一
会
」
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
人

と
の
対
話
を
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

●
今
号
の
特
集
、
藤
枝
と
焼
津
伝
説
と
昔
話
は
、
地
域
の

昔
話
を
聞
く
機
会
な
ど
、
む
る
ぶ
の
特
集
以
外
で
は
全

く
な
い
の
で
、
と
て
も
楽
し
め
る
企
画
だ
と
思
い
ま
す
。

諸
説
あ
る
中
、
編
集
も
大
変
か
と
思
い
ま
す
が
、
喜
ん

で
い
る
読
者
は
沢
山
い
る
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
、
楽
し
め
る
記
事
期
待
し
て
お
り
ま
す
。 

●
焼
津
港
ま
つ
り
で
八
丁
櫓
を
見
か
け
た
こ
と
は
あ
り
ま

し
た
が
、
家
康
が
許
可
を
し
て
八
丁
櫓
に
な
っ
た
の
で

す
ね
。
歴
史
深
い
船
だ
改
め
て
知
り
ま
し
た
。 

●
ず
っ
と
食
べ
て
み
た
か
っ
た
ス
パ
イ
ス
カ
レ
ー
が
藤
枝

市
に
あ
る
な
ん
て
び
っ
く
り
！！ 

早
速
行
っ
て
み
ま
す
。

●
伝
説
と
昔
話
が
と
て
も
お
も
し
ろ
い
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
続
け
て
下
さ
い
。
各
地
の
村
誌
に
の
っ
て
い
ま
す
。

●
伝
説
と
昔
話
は
ま
だ
あ
り
ま
す
か
？
皆
、
面
白
い
し
、

た
め
に
な
り
ま
し
た
。

●
カ
レ
ー
特
集
　
本
当
に
ど
れ
も
美
味
し
そ
う
で
食
べ
た

く
な
り
ま
し
た
。
夏
は
や
っ
ぱ
り
カ
レ
ー
で
す
ね
。 

●
藤
枝
市
以
外
か
ら
移
住
し
て
き
ま
し
た
。
身
近
な
情
報

や
文
化
を
知
れ
る
の
で
届
い
た
際
に
は
必
ず
拝
見
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

●
私
、
ボ
ケ
防
止
と
当
た
る
（
プ
レ
ゼ
ン
ト
）
を
楽
し
み

に
ハ
ガ
キ
を
出
し
ま
す
。
出
せ
な
く
な
っ
た
ら
終
わ
り

で
す
ね
。 

●
市
の
歴
史
民
俗
資
料
館
で
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が

も
っ
と
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
し
た
方
が
良
い
と
思
い
ま
す
。

●
井
伊
直
孝
産
湯
の
井
の
記
事
は
知
ら
な
か
っ
た
の
で

行
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

●「
今
と
昔
」、「
今
と
こ
れ
か
ら
」
を
つ
な
ぐ
む
る
ぶ
さ
ん

を
親
子
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
地
域
の
新
し
い
切
り
口

（
企
画
）
を
こ
れ
か
ら
も
読
み
継
い
で
い
き
た
い
で
す
。

日
々
の
生
活
を
彩
っ
て
下
さ
い
、
い
つ
も
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

●
子
供
が
小
学
生
の
時
、
焼
津
港
で
八
丁
櫓
を
ク
ラ
ス
全

員
で
こ
い
だ
こ
と
が
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。 

●
Ｓ
Ｂ
Ｓ
学
苑
の
講
座
を
必
ず
チ
ェ
ッ
ク
。
何
度
か
1
ｄ

ａ
ｙ
の
講
座
に
参
加
し
て
楽
し
ん
で
ま
す
。 

●
話
を
広
げ
る
コ
ツ
は
、
聞
き
上
手
に
つ
な
が
り
ま
す
ね
。

さ
っ
そ
く
会
話
の
中
で
生
か
し
て
み
た
い
で
す
。

●
そ
こ
知
り
物
語
の
八
丁
櫓
の
話
は
知
っ
て
い
ま
し
た
。

焼
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館
の
展
示
も
見
ま
し
た
。
全
珠

院
に
あ
る
の
も
見
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い
船
で
す
よ
ね
。

ラ
ン
チ
の
お
店
の
紹
介
の
記
事
は
切
り
抜
い
て
あ
り
ま

す
。
ラ
ン
チ
に
行
く
時
の
参
考
に
し
ま
す
。

●
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
が
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
読
み
取
れ
た
ら
設

問
と
答
え
が
合
わ
せ
な
が
ら
書
け
て
嬉
し
い
で
す
。

●
む
る
ぶ
コ
ラ
ム
一
語
一
会
の
、
話
を
広
げ
る
質
問
の
コ

ツ
は
面
白
い
で
す
。
テ
レ
ビ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
も
、

ゲ
ス
ト
の
こ
と
を
よ
く
聞
き
出
せ
て
い
る
場
合
と
も
う

少
し
う
ま
く
聞
い
て
あ
げ
れ
ば
よ
い
例
が
あ
り
ま
す

ね
。
今
後
の
記
事
が
楽
し
み
で
す
。

●
梅
安
ツ
ア
ー
参
加
し
て
み
た
い
で
す
。

★
む
る
ぶ
の
読
者
の
声
の
ご
意
見
、
ご
感
想
は
、
む
る
ぶ

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

ご
意
見
・
ご
感
想



10月の休日緊急医

小児科
・

5

1日（日）

〈小〉小林小児科
（前島一）
�635･2620

〈内〉ゆみ内科クリニック
（茶町三）
�641･7700

いわしたクリニック
（上青島）
�631･6660

〈内〉いわしたクリニック
（上青島）
�631･6660

8日（日）

〈内・小〉みやはら内科
クリニック（小石川町一）
�647･5670
〈内〉すみや脳神経
クリニック（本町二）
�647･5511

花岡医院
（岡部町内谷）
�667･3323

〈内〉花岡医院
（岡部町内谷）
�667･3323

9日（祝）

〈内〉藤枝クリニック
（田沼二）

�636･8989
〈小〉小石川町小児科・アレルギー科・
皮ふ科クリニック（小石川町一）
�644･8800

たぬま街道整形外科
（大新島）
�634･1110

〈内・小〉にわ医院
（藤岡一）
�645･2800

15日（日）

〈内〉吉田クリニック
（大洲四）
�634･0006

〈内〉山﨑クリニック
（志太二）
�645･1211

山﨑クリニック
（志太二）
�645･1211

〈内・小〉藤岡クリニック
（藤岡二）
�641･6288

22日（日）

〈内〉サニーメディカル
クリニック（駅前二）
�641･2052

〈小〉田熊こどもクリニック
（瀬古二）
�647･5225

しまづ整形外科
（高柳二）
�634･0888

〈内〉井澤内科クリニック
（本町二）
�644･5566

29日（日）

〈内〉岩田クリニック
（焼津市宗高）
�662･2311

〈内〉藤枝駅前クリニック
（駅前一）
�645･5545

高松整形外科
（岡出山三）
�643･2378

〈内・小〉三倉医院
（五十海四）
�644･1235

1日（日）

たなか耳鼻科
（焼津市小柳津）

�621･5888

藤枝眼科クリニック
（青木二）
�647･7770

ふくだ歯科医院
（青葉町三）
�637･1101

8日（日）

藤枝あおば耳鼻咽喉科
（末広一）
�634･1331

モチヅキおかべ歯科
クリニック（岡部町内谷）
�648･0071

9日（祝）

〈皮〉坂本医院
（青南町四）
�637･2737
陽だまり佐野歯科
（八幡）

�646･4500

15日（日）

藤枝診療所
（高洲）

�635･8749

原歯科医院
（大洲二）
�636･1900

22日（日）

仲神医院
（焼津市中新田）
�623･0805

〈精〉藤枝駿府病院
（小石川町二）
�641･3788

滝本歯科口腔外科クリニック
（五十海四）
�647･6600

29日（日）

ふじえだ耳鼻科
（上藪田）

�648･1000

あきやま歯科クリニック
（小石川町一）
�641･7020

6日（日）


